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全
セ
ク
タ
ー
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
開
示
を
明
確
化

新
文
書
の
位
置
づ
け
と

改
訂
附
属
書
の
ポ
イ
ン
ト

第Ⅰ章
【
こ
の
記
事
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
附
属
書
の
改
訂
と
追
加
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
、「
戦
略
」、「
指
標
と
目
標
」に

関
す
る
開
示
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
化
さ
れ

た
。

●「
戦
略
」で
は
、移
行
計
画
と
財
務
影
響

の
開
示
に
関
す
る
具
体
的
な
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
提
示
さ
れ
た
。

●「
指
標
と
目
標
」で
は
、全
セ
ク
タ
ー
で
、

ス
コ
ー
プ
１
〜
２
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
は

開
示
必
須
、ス
コ
ー
プ
３
は
全
体
40
％

を
超
え
る
場
合
に
開
示
必
須
と
し
、特

に
金
融
セ
ク
タ
ー
で
は
２
℃
ア
ラ
イ
メ

ン
ト
お
よ
び
カ
テ
ゴ
リ
15
の
開
示
を
推

奨
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

気
候
変
動
へ
の
関
心
が
近
年
高
ま
っ
て

い
る
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム（
通
称
ダ

ボ
ス
会
議
）が
公
表
し
た「
第
16
回
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ス
ク
報
告
書
２
０
２
１
年
版
」⑴
で

は
、
環
境
関
連
の
リ
ス
ク
が「
発
生
可
能

性
」と「
影
響
度
合
い
」の
両
方
の
観
点
か

ら
上
位
を
占
め
て
い
る
。
特
に
異
常
気
象

は「
発
生
可
能
性
の
高
い
上
位
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ス
ク
」に
お
い
て
２
０
１
７
年
度
よ

り
連
続
し
て
第
１
位
と
な
っ
た
。

気
候
変
動
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

の
次
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
に
な
り

得
る
と
い
う
強
い
危
機
感
の
も
と
、
金

融
安
定
理
事
会
の
気
候
関
連
財
務
情
報

開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
以
下
、「
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
」と
い
う
）は
、
２
０
１
７
年
６

月
、「R

ecom
m

endations of the 
Task Force on C

lim
ate-related 

Financial D
isclosures

（
以
下
、「
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
最
終
報
告
書
」と
い
う
）」を
発
表

し
、
企
業
等
が
効
果
的
な
気
候
関
連
開
示

を
行
う
た
め
の
枠
組
み（
以
下
、「
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ
提
言
」と
い
う
）を
提
示
し
た
。

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
最
終
報
告
書
の
発
表
か
ら
４

年
が
経
過
し
、
２
０
２
１
年
10
月
時
点
で

世
界
で
は
２
、６
０
０
を
超
え
る
組
織
が

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
に
賛
同
を
表
明
し
て
お
り
、
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
に
沿
っ
た
気
候
関
連
開
示
が

進
ん
で
き
て
い
る
。
一
方
で
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

提
言
の
う
ち
、
特
に「
戦
略
」（
移
行
計
画

と
財
務
的
影
響
）お
よ
び「
指
標
と
目
標
」

に
大
き
な
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。

市
場
や
業
界
で
は
、
気
候
変
動
課
題
に

関
連
す
る
報
告
基
準
の
収
束
や
、
気
候
変

動
関
連
指
標
の
整
合
性
・
比
較
可
能
性
の

向
上
に
向
け
た
取
組
み
が
行
わ
れ
て
お

り
、
ま
た
機
関
投
資
家
か
ら
も
意
思
決
定

に
有
用
な
移
行
計
画
に
関
す
る
情
報
開
示

へ
の
要
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
踏
ま
え
て
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
は
、
２
０
１
７

年
に
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
最
終
報
告
書
と
一
緒
に
公

表
さ
れ
た「A

nnex: Im
plem

enting 
th

e R
ecom

m
en

dation
s of th

e 

　TCFD改訂附属書・
追加ガイダンスのポイント

「戦略」と「指標と目標」の課題に対応
全セクターのGHG排出量の開示を明確化
新文書の位置づけと改訂附属書のポイント

指標と目標等に関する開示要求が具体化
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特別 企 画
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特別 企 画

第Ⅰ章

第Ⅱ章

Task Force on C
lim

ate-related 
Financial  D

isclosures (2017)

（
以

下
、「
附
属
書
」と
い
う
）」を
改
訂
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
を
補
足
す
る
追
加
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
公
表
し
た
。

本
稿
で
は
、
今
回
の
重
要
な
改
訂
内
容

（
追
加
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
内
容
も
含
む
）を
解

説
す
る
と
と
も
に
、
各
企
業
が
こ
れ
を
踏

ま
え
て
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
し

て
気
候
変
動
対
応
を
行
っ
て
い
く
べ
き
か

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
０
２
１
年
10
月
に
公
表

さ
れ
た
文
書
の
位
置
づ
け

２
０
２
１
年
10
月
に
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
か
ら
、

次
の
２
つ
の
新
し
い
文
書
が
公
表
さ
れ
た
⑴
。

・「A
nnex: Im

p
lem

enting the 
Recom

m
endations of the Task 

Fo
rce o

n C
lim

ate-related 
Financial  D

isclosures (2021) 

（
以
下
、「
改
訂
附
属
書
」と
い
う
）」

・「G
uidance on M

etrics, Targets, 
and Transition Plans (2021)（

以

下
、「
指
標・目
標
お
よ
び
移
行
計
画
に
関

す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
」と
い
う
）」

「
改
訂
附
属
書
」で
は
、「
附
属
書
」で
提

示
し
た「
戦
略
」お
よ
び「
指
標
と
目
標
」の

特
定
の
推
奨
開
示
に
つ
い
て
、「
全
セ
ク

タ
ー
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
」と
、「
金
融
セ
ク

タ
ー
向
け
補
足
ガ
イ
ダ
ン
ス
」の
内
容
を

そ
れ
ぞ
れ
改
訂
し
て
い
る
。「
指
標
・
目
標

お
よ
び
移
行
計
画
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
」は
、
組
織
が
気
候
関
連
の
指
標
と
目

標
お
よ
び
移
行
計
画
を
開
示
す
る
際
に
有

用
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
新
た
に
追
加
す
る
も

の
で
あ
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
し
て
い
く（
図
表
１
）。

⑴　

な
お
今
回
同
時
に
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
組
織
年
次
報
告
書
で

あ
る「2021 Status Report

（
以
下
、「
年
次
報
告
書

２
０
２
１
」と
い
う
）」も
公
表
さ
れ
、地
域
別
や
セ
ク
タ
ー

別
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
に
沿
っ
た
企
業
開
示
の
進
捗
状
況
を

伝
え
て
い
る
。

「
改
訂
附
属
書
」の

改
訂
ポ
イ
ン
ト

「2
0

1
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（図表1）　TCFDの主な報告書・ガイダンスと2021年10月公表文書の関係整理

気候関連
財務情報開示
タスク
フォースの
提言

2021年に公表さ
れた

3つの文書

附属書

年次報告書

補足資料

TCFD
最終報告書
（2017年）

附属書
（2017年）

技術的補足
文書：

気候関連のリ
スクと機会の
開示における
シナリオ分析

の使用
（2017年）

リスクマネジ
メント統合と
開示に関する

ガイダンス
（2020年）

（文書名は参
考訳）

非金融企業
のシナリオ
分析に関す

るガイダンス
（2020年）

（文書名は参
考訳）

改訂附属書
（2021年）

指標・目標お
よび移行計

画に関するガ
イダンス

（2021年）

・すべてのセクター
・４つの金融セクター
・４つの非金融セクター
向けのガイダンス

年次報告書
2018

年次報告書
2019

年次報告書
2020

年次報告書
2021

（出所）　TCFD,“Overview of 2021 Progress, Status Report, and Updated Guidance”よりPwC Japan グ
ループ（以下、「PwC Japan」という）が作成

「改訂附属書」は「附属書」に
置き換わるものである
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(A
N

N
EX) Sum

m
ary of Changes

」

よ
り「
改
訂
附
属
書
」の
改
訂
ポ
イ
ン
ト
を

図
表
２
に
整
理
し
て
い
る
。⑴
全
セ
ク
タ
ー

向
け
、
⑵
金
融
セ
ク
タ
ー
向
け
、
の
そ
れ

ぞ
れ
の
改
訂
内
容
を
解
説
し
て
い
く
。

⑴　
全
セ
ク
タ
ー
向
け

①　

改
訂
ポ
イ
ン
ト
１
：
移
行
計
画
や

実
際
の
財
務
的
影
響
、
潜
在
的
な
財

務
的
影
響
の
開
示
推
奨

低
炭
素
経
済
へ
の
移
行
計
画
の
内
容
、

実
際
の
財
務
的
影
響
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
結

果
を
踏
ま
え
た
潜
在
的
な
財
務
的
影
響
を

明
示
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

②　

改
訂
ポ
イ
ン
ト
２
：
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

量
に
関
す
る
開
示
推
奨
範
囲
の
明
確

化ス
コ
ー
プ
１
と
ス
コ
ー
プ
２
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ

排
出
量
は
全
組
織
が
開
示
す
べ
き
と
し
、

ス
コ
ー
プ
３
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
も
基
本
的

に
開
示
を
推
奨
し
つ
つ
、
特
に
そ
の
重

要
性（
ス
コ
ー
プ
１
〜
３
の
総
排
出
量
の

40
％
以
上
目
安
⑵
）が
大
き
い
組
織
は
開

示
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

③　

改
訂
ポ
イ
ン
ト
３
：
業
界
横
断
的

な
気
候
関
連
指
標
カ
テ
ゴ
リ
と
整
合

的
な
指
標
と
目
標
、
中
長
期
に
対
す

る
中
間
目
標
の
設
定

別
途
提
示
さ
れ
て
い
る
業
界
横
断
的
な

気
候
関
連
指
標
カ
テ
ゴ
リ（
改
訂
附
属
書

79
頁
参
照
）を
活
用
し
て
自
社
に
関
連
す

る
指
標
・
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
、
お
よ

び
中
長
期
目
標
を
設
定
し
て
い
る
場
合
、

さ
ら
に
中
間
目
標
を
追
加
す
る
こ
と
を
推

奨
し
て
い
る
。

＊

な
お
、
セ
ク
タ
ー
固
有
の
測
定
基
準

に
関
す
る
よ
り
詳
細
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

提
供
さ
れ
、
定
期
的
に
更
新
さ
れ
て
い

る
た
め
、
４
つ
の
非
金
融
グ
ル
ー
プ
の

測
定
基
準
の
例
示
は
削
除
さ
れ
た
。「
改

訂
附
属
書
」の
脚
注
１
２
５
等
に
て
、
セ

ク
タ
ー
別
情
報
の
参
照
先
を
紹
介
し
て

お
り
、
例
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

会
計
基
準
審
議
会（
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）が
公
表

し
て
い
る「Clim

ate Risk Technical 
Bulletin

」が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑵　

Science Based Targets initiative (SBTi), 2021, 
"SBTi Criteria and Recom

m
endations, Version 4.2"

⑵　
金
融
セ
ク
タ
ー
向
け

①　

改
訂
ポ
イ
ン
ト
４
：
銀
行
に
お
け

る
炭
素
関
連
資
産
の
定
義
拡
大

２
０
１
７
年
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
で
は

非
金
融
グ
ル
ー
プ
に
関
連
す
る
４
つ
の

資
産
の
う
ち「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
み
が「
炭

素
関
連
資
産
」と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
改
訂
で
は「
炭
素
関
連
資
産
」

に「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
運
輸
」、「
材
料
と
建

物
」、「
農
業
、
食
料
、
林
産
物
」の
４
つ
の

資
産
す
べ
て
を
含
む
よ
う
に
定
義
が
変
更

さ
れ
た
。
銀
行
は
、
こ
れ
ら
の
炭
素
関
連

資
産
へ
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
開
示
す

る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る（
図
表
３
）。

②　

改
訂
ポ
イ
ン
ト
５
：
投
資
や
運
用

等
を
含
む
事
業
活
動
の
２
℃
ア
ラ
イ

ン
メ
ン
ト
に
関
す
る
開
示
推
奨

各
金
融
セ
ク
タ
ー
は
、
２
℃
を
十
分
に

下
回
る
気
候
シ
ナ
リ
オ
と
事
業
活
動
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
開
示
す
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
整
合
性
を
測

定
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、「
指
標
・
目

（図表２）　改訂附属書の主な改訂項目
セクション 推奨開示項目 主な改訂内容

A イントロダクショ
ン

【改訂ポイント2】スコープ1およびスコープ2のGHG排出量を重要
性に関係なく開示することを推奨
スコープ3のGHG排出量の開示についても開示を推奨（重要性
評価は残されている）

B 勧告 変更なし
C 全セクターに対す

るガイダンス
戦略 【改訂ポイント1】移行計画に関する組織の財務的影響（潜在的影響

を含む）の開示を明確化
指標と目標 【改訂ポイント2】スコープ1およびスコープ2のGHG排出量の開示

を推奨、スコープ3のGHG排出量の重要性によった開示を推奨
【改訂ポイント3】業界横断的な気候関連指標のカテゴリと整合性

的な指標と目標、中長期の目標に対する中間目標の開示を推奨
D 銀行向け補足ガイ

ダンス
戦略 【改訂ポイント4】炭素関連資産の定義を拡大
指標と目標 【改訂ポイント5】事業活動の2℃アラインメントに関する開示を推奨

【改訂ポイント6】データや方法論が許す限り、事業活動に関する
GHG排出量の開示を推奨

保険会社向け補足
ガイダンス

指標と目標 【改訂ポイント5】事業活動の2℃アラインメントに関する開示を推奨
【改訂ポイント6】データや方法論が許す限り、商業用不動産および

特殊な事業種目に関連する加重平均炭素強度、GHG排出量の
開示を推奨

アセットオーナー
向け補足ガイダン
ス

指標と目標 【改訂ポイント5】保有する資産、ファンドおよび投資戦略の2℃ア
ラインメントに関する開示を推奨

【改訂ポイント6】データや方法論が許す限り、保有する資産の
GHG排出量の開示を推奨

ア セットマ ネ ー
ジャー向け補足ガ
イダンス

指標と目標 【改訂ポイント5】運用資産、商品および投資戦略の2℃アラインメ
ントに関する開示を推奨

【改訂ポイント6】データや方法論が許す限り、運用資産のGHG排
出量の開示を推奨

E 非金融セクター向けガイダンス 4つの非金融グループにおける指標の例示を削除
F 効果的な開示のための基本原則 変更なし

付録 業界横断的な気候関連指標カテゴリに関する新たな付録を追加
（出所）　TCFD, “Guidance on Metrics, Targets, and Transition Plans”および“2017 TO 2021 TCFD IMPLEMENTING GUIDANCE 

(ANNEX) Summary of Changes”よりPwC Japanが作成
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モ
デ
ル（
Ｉ
Ｔ
Ｒ
）の
３
つ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
整
合
性
を
測
定
す
る
ツ
ー
ル
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

③　

改
訂
ポ
イ
ン
ト
６
：
投
資
、
貸
付
、

引
受
な
ど
の
活
動
に
関
連
す
る
Ｇ
Ｈ

Ｇ
排
出
量
等
の
開
示
推
奨

金
融
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
は
、
ス
コ
ー

プ
３
の
特
に
投
融
資
先
の
企
業
等
か
ら
の

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
全
体
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量

に
占
め
る
割
合
が
圧
倒
的
に
大
き
い
た

め
、
こ
れ
を
開
示
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ

て
い
る
。

ス
コ
ー
プ
３
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
開
示

は
、
銀
行
・
保
険
会
社
が
保
有
す
る
炭
素

関
連
資
産
へ
の
集
中
や
、
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー

ナ
ー
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ

る
炭
素
集
約
型
の
発
行
体
に
お
け
る
リ
ス

ク
の
理
解
に
、
不
可
欠
な
情
報
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
金
融
セ
ク
タ
ー
向
け
の
Ｇ
Ｈ

Ｇ
排
出
量
の
開
示
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

べ
き
か
に
つ
い
て
は
、「
指
標
・
目
標
お
よ
び

移
行
計
画
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
」に
お
い

て
、
金
融
向
け
炭
素
会
計
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ（
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｆ
）が
発
行
し
た「The G

lobal 

G
H

G
 A

ccounting and Reporting 
S

tan
d

ard
 fo

r th
e F

in
an

cial 
Industry

」⑷
お
よ
び
Ｃ
Ｒ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
保
険
会
社
向
け
に
発
行
し
た「Carbon 

Footprinting M
ethodology for 

U
nderw

riting Portfolios

」⑸
を
紹
介
し

て
い
る
。

⑶　

the Portfolio A
lignm

ent Team
 (PAT), 2021, 

"M
easuring Portfolio A

lignm
ent: Technical 

Considerations"

⑷　

PC
A

F, 2020,"The G
lobal G

H
G

 A
ccounting 

and R
eporting Standard for the Financial 

Industry".

⑸　

The CRO
 Forum

, 2020, "Carbon Footprinting 
M

ethodology for U
nderw

riting Portfolios"

標
お
よ
び
移
行
計
画
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
」に
お
い
て
、
金
融
セ
ク
タ
ー
の
専
門

ア
ナ
リ
ス
ト
か
ら
な
る
独
立
し
た
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
ア
ラ
イ
ン

メ
ン
ト
・
チ
ー
ム（
Ｐ
Ａ
Ｔ
）が
発
表
し
た

「
Ｐ
Ａ
Ｔ
技
術
報
告
書
」⑶
の
概
要
を
紹
介

し
て
い
る
。「
Ｐ
Ａ
Ｔ
技
術
報
告
書
」で
は

バ
イ
ナ
リ
ー
タ
ー
ゲ
ッ
ト
計
測
、
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
乖
離
モ
デ
ル
、
内
包
的
温
度
上
昇

エネルギー 運輸 材料と建物 農業、食料、林産物
・石油とガス
・石炭
・電力会社

・航空貨物
・旅客輸送
・海運
・鉄道輸送
・トラックサービス
・自動車およびコン

ポーネント

・金属と鉱業
・化学品
・建材
・資本財（建物等）
・不動産管理およ

び開発

・飲料
・農業
・包装食品および肉
・紙と林産物

（図表3）　TCFD最終報告書における４つの非金融グループとその関連産業

元の炭素関連
資産定義

今回改訂による炭素関連資産定義

（出所）　TCFD、2017年、「TCFD最終報告書（サステナビリティ日本フォーラム　私訳）」よりPwC Japanが作成

指
標
と
目
標
等
に
関
す
る
開
示
要
求
が
具
体
化

追
加
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
ポ
イ
ン
ト
と

企
業
対
応
の
留
意
事
項

第Ⅱ章
【
こ
の
記
事
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
指
標
と
目
標
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
が

有
す
る
べ
き
特
徴・特
性
が
提
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、業
界
横
断
的
な
気
候
関

連
指
標
カ
テ
ゴ
リ
が
７
つ
設
定
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
指
標
例
と
目
標
例
が
提
示

さ
れ
た
。

●
移
行
計
画
に
つ
い
て
、検
討
す
べ
き
要

素
と
開
示
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き
要
素

が
提
示
さ
れ
た
。

●
財
務
的
影
響
の
種
類
が
明
示
さ
れ
る
と

と
も
に
、業
界
横
断
的
な
気
候
関
連
指

標
カ
テ
ゴ
リ
の
指
標
が
財
務
的
影
響
の

重
要
な
イ
ン
プ
ッ
ト
で
あ
り
、財
務
的

影
響
の
見
積
り
に
ど
の
よ
う
に
役
立
つ

か
が
提
示
さ
れ
た
。

「
指
標・目
標
お
よ
び
移
行

計
画
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
」の
概
要

当
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、「
改
訂
附
属
書
」の
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改
訂
ポ
イ
ン
ト
を
補
足
す
る
内
容
と
し
て

今
回
新
た
に
追
加
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

指
標
・
目
標
、
お
よ
び
移
行
計
画
を
ど
の

よ
う
に
開
示
す
れ
ば
よ
い
か
、
そ
れ
ら
と

財
務
的
影
響
の
見
積
り
と
を
ど
の
よ
う
に

関
連
づ
け
て
開
示
す
れ
ば
よ
い
か
の
道
筋

を
示
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
最
終
報
告

書
」に
も
記
載
さ
れ
て
い
た
７
つ
の「
効
果

的
な
開
示
の
た
め
の
基
本
原
則
」（
図
表

４
）を
示
し
た
う
え
で
、
７
つ
の「
業
界
横

断
的
な
気
候
関
連
指
標
カ
テ
ゴ
リ
」（
改
訂

ポ
イ
ン
ト
３
に
関
連
）、
特
に
金
融
セ
ク

タ
ー
向
け
の
指
標
に
関
す
る
ガ
イ
ド（
改

訂
ポ
イ
ン
ト
５
に
関
連
）、
効
果
的
な
移

行
計
画
の
特
徴
や
移
行
計
画
に
含
め
る
べ

き
要
素（
改
訂
ポ
イ
ン
ト
１
に
関
連
）、
財

務
的
影
響
の
種
類（
実
際
―
潜
在
的
、
財

務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
Ｐ
Ｌ
や
Ｃ
Ｆ
）と
財

政
状
態（
Ｂ
Ｓ
））と
見
積
り
の
た
め
の
イ

ン
プ
ッ
ト
や
影
響
と
し
て
考
え
ら
れ
る
項

目（
改
訂
ポ
イ
ン
ト
１
に
関
連
）等
に
つ
い

て
、
開
示
例
と
と
も
に
解
説
し
て
い
る
。

以
降
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
気
候
関
連

指
標
と
目
標
、
移
行
計
画
、
財
務
的
影
響
、

の
順
で
そ
の
内
容
を
解
説
す
る
。

気
候
関
連
指
標
と
目
標

⑴　
気
候
関
連
指
標

気
候
関
連
指
標
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し

て
、
気
候
関
連
指
標
が
持
つ
べ
き
特
徴
、

補
足
説
明
に
含
ま
れ
る
べ
き
項
目
、
７
つ

の
業
界
横
断
的
な
気
候
関
連
指
標
カ
テ
ゴ

リ
に
関
す
る
詳
細
の
説
明
が
提
供
さ
れ
て

い
る
。

ま
ず
気
候
関
連
指
標
が
持
つ
べ
き
特
徴

と
し
て
、
次
の
４
つ
を
掲
げ
て
い
る
。

①　

意
思
決
定
に
有
用
で
あ
る
こ
と

指
標
は
、
組
織
の
リ
ス
ク
と
機
会
に
関

連
し
て
お
り
、
組
織
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
戦

略
、
お
よ
び
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ

セ
ス
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク

と
機
会
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
る
か

を
示
す
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

②　

明
瞭
か
つ
理
解
可
能
で
あ
る
こ
と

指
標
は
、
目
標
設
定
、
内
部
プ
ロ
セ
ス

管
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
な

ど
、
経
営
者
の
考
え
方
に
関
す
る
重
要
な

背
景
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
組

織
の
限
界
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
方
法
論
、
作

成
の
基
礎
な
ど
に
関
す
る
文
脈
と
裏
づ
け

の
あ
る
定
性
情
報
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

③　

信
頼
性
が
高
く
、
検
証
可
能
で
、

客
観
的
で
あ
る
こ
と

指
標
は
、
偏
見
や
価
値
観
を
排
除
し
、

利
用
者
が
そ
の
世
界
観
や
見
通
し
に
関
係

な
く
活
用
で
き
る
業
績
の
客
観
的
な
情
報

を
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

④　

経
年
で
一
貫
し
て
い
る
こ
と

指
標
に
は
、
現
在
、
過
去
、
未
来
の
３

つ
の
時
間
軸
が
あ
り
、
ま
た
未
来
に
は
短

期
、
中
期
、
長
期
の
時
間
軸
が
あ
る
。
指

標
は
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
期
間
に
わ
た
っ

て
同
じ
項
目
が
報
告
さ
れ
る
場
合
が
最
も

効
果
的
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
指
標
を
長
期

に
わ
た
っ
て
測
定
す
る
こ
と
で
進
捗
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊

ま
た
、
指
標
の
意
味
が
正
し
く
理
解
・

活
用
さ
れ
る
た
め
に
、
文
脈
に
沿
っ
て
補

足
説
明
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
補

足
説
明
に
含
ま
れ
る
べ
き
項
目
と
し
て
次

を
挙
げ
て
い
る
。

ⅰ　
使
用
し
た
測
定
方
法
の
種
類

ⅱ　
使
用
し
た
方
法
論
お
よ
び
定
義（
適

用
範
囲
、デ
ー
タ
ソ
ー
ス
、重
要
要
素

や
パ
ラ
メ
ー
タ
、仮
定
、方
法
論
の
限
界

等
）

ⅲ　
過
去
か
ら
の
ト
レ
ン
ド
デ
ー
タ

ⅳ　
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
や
企
業
戦
略
お

よ
び
財
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス・財
政
状
態

と
結
果
の
関
連
性

ⅴ　
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
移
行
リ
ス
ク

や
物
理
的
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
長
期
的
に

受
け
る
影
響

ⅵ　
財
務
会
計
基
準
と
の
整
合
性（
相
違

点
）

さ
ら
に
、
比
較
可
能
性
を
追
求
す
る
た

め
に
７
つ
の「
業
界
横
断
的
な
気
候
関
連

指
標
カ
テ
ゴ
リ
」を
設
定
し
て
い
る
。
７

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
と
は
、イ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
、

ロ
移
行
リ
ス
ク
、
ハ
物
理
的
リ
ス
ク
、
ニ

気
候
関
連
機
会
、
ホ
資
金
配
分
、
ヘ
内
部

炭
素
価
格
、
ト
報
酬
で
あ
る（
後
記
⑶
で

（図表４）　７つの「効果的な開示のための基本原則」

１
開示は関連のある
情報を提示すべき
である

５
開示は、セクター、
産業界、またはポー
トフォリオ内の組
織間で比較可能で
あるべきである

３
開示は明瞭で、バ
ランスがとれ、理
解可能であるべき
である

７
開示はタイムリー
に提供されるべき
である

２
開示は具体的かつ
完全でなければな
らない

６
開示は信頼性が高
く、検証可能で、
客観的であるべき
である

４
開示は経年で一貫
しているべきであ
る

（出所）　TCFD、2017年、「附属書（サステナビリティ日本フォーラム　私訳）」よりPwC Japanが作成
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詳
述
）。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
に
つ
い
て

完
璧
な
定
量
開
示
を
求
め
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

は
リ
ソ
ー
ス
と
専
門
性
の
許
す
範
囲
で
、

定
性
情
報
を
開
示
し
つ
つ
、
重
要
領
域
に

焦
点
を
当
て
て
開
示
し
、
時
間
を
か
け
て

定
量
的
な
開
示
を
改
善
し
て
い
く
よ
う
な

方
法
を
推
奨
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
金
融
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て

は
、
２
℃
を
十
分
に
下
回
る
気
候
シ
ナ
リ

オ
と
事
業
活
動
と
の
整
合
に
つ
い
て
の
開

示
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。「
Ｐ
Ａ
Ｔ
技
術
報

告
書
」は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
平
均
気

温
の
上
昇
を
１
・
５
℃
に
抑
え
る
と
い
う

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
ど

の
程
度
整
合
し
て
い
る
か
を
測
定
す
る
こ

と
に
主
眼
を
置
い
た
報
告
書
で
あ
る
。

次
に「
Ｐ
Ａ
Ｔ
技
術
報
告
書
」で
紹
介
さ

れ
て
い
る
３
つ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

整
合
性
を
測
定
す
る
ツ
ー
ル
に
お
け
る
、

デ
ー
タ
お
よ
び
導
入
上
の
課
題
を
示
す
。

各
金
融
セ
ク
タ
ー
は
、
最
も
自
社
に
適
合

し
た
方
法
で
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
整
合
性

を
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

①　
バ
イ
ナ
リ
ー
タ
ー
ゲ
ッ
ト
計
測

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
宣
言
し
た
投
資
先
ま
た

は
、取
引
先
の
割
合
を
計
測
す
る
。主
な
課

題
は
、目
標
設
定
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
は

な
る
が
、温
度
変
化
と
の
整
合
性
を
評
価

す
る
も
の
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

②　
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
乖
離
モ
デ
ル

規
範
と
な
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
将
来
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
比
較
す
る
。主
な
課
題

は
、不
完
全
な
手
法
を
用
い
た
場
合
、意
図

せ
ぬ
結
果
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
点
で
あ

る
。

③　
内
包
的
温
度
上
昇
モ
デ
ル（
Ｉ
Ｔ
Ｒ
）

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
の
整
合
性
の
評
価
を
、

温
度
ス
コ
ア
の
形
式
に
変
換
し
て
測
定
す

る
。主
な
課
題
は
、仮
定
が
複
雑
で
あ
る
た

め
、結
果
に
与
え
る
影
響
が
不
透
明
で
あ

る
点
で
あ
る
。

⑵　
気
候
関
連
目
標

気
候
関
連
目
標
に
つ
い
て
は
、
気
候
関

連
目
標
の
持
つ
べ
き
特
性
を
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
分
け
て
提
示
し
て
い
る
。
効
果
的

な
気
候
関
連
目
標
の
持
つ
べ
き
7
つ
の
特

性
と
は
、
①
戦
略
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
目
標
と
整
合
し
て
い
る
こ
と
、
②
関

連
す
る
指
標
と
紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
③
定
量
化
さ
れ
測
定
可
能
で
あ
る
こ

と
、
④
明
確
に
時
間
軸
が
規
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
⑤
理
解
可
能
で
文
脈
に
そ
っ
て

い
る
こ
と
、
⑥
定
期
的
に
見
直
し
・
更
新

さ
れ
る
こ
と
、
⑦
毎
年
報
告
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
特
に
①
～
④
に
つ
い
て
は
次
に

補
足
的
な
説
明
を
加
え
る
。

①　
戦
略
お
よ
び
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
目
標
と
整
合
し
て
い
る
こ
と

気
候
関
連
の
目
標
は
、組
織
の
戦
略
と

リ
ス
ク
管
理
プ
ロ
セ
ス
を
考
慮
し
て
設
計

さ
れ
、シ
ナ
リ
オ
分
析
や
気
候
科
学
、お
よ

び
適
切
な
測
定
基
準
に
よ
っ
て
裏
づ
け
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

②　
関
連
す
る
指
標
と
紐
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と

目
標
に
対
す
る
進
捗
管
理
や
見
直
し
の

必
要
性
の
検
討
は
、関
連
す
る
指
標
と
連

動
さ
せ
た
う
え
で
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

③	　
定
量
化
さ
れ
測
定
可
能
で
あ
る
こ
と

特
に
、移
行
リ
ス
ク
や
物
理
的
リ
ス
ク

に
対
す
る
脆
弱
性
を
低
減
す
る
た
め
の
投

資
額
の
よ
う
に
、組
織
が
完
全
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、定

量
化
し
、測
定
可
能
な
目
標
と
す
べ
き
で

あ
る（「
業
界
横
断
的
な
気
候
関
連
指
標
カ

テ
ゴ
リ
」と
整
合
的
な
目
標
設
定
の
具
体

例
は
⑶
で
後
述
）。

④　
明
確
に
時
間
軸
が
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と

地
域
や
セ
ク
タ
ー
に
合
わ
せ
て
目
標
時

間
軸
を
設
定
す
る
べ
き
で
あ
り
、特
に
現

在
と
中
長
期
目
標
と
の
間
の
チ
ェッ
ク
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
中
間
目
標（
５
年
～
10
年

間
隔
）を
設
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
開
示
に
際
し
て
は
、
定
量
目
標

と
合
わ
せ
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
つ
の
か
を
説
明
す
る
定
性
的
な
背
景
情

報
も
あ
わ
せ
て
記
載
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

⑶　

７
つ
の「
業
界
横
断
的
な
気
候

関
連
指
標
カ
テ
ゴ
リ
」と
そ
れ
ぞ

れ
に
対
応
す
る
指
標
・
目
標
の
例

当
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
７
つ
の「
業
界
横

断
的
な
気
候
関
連
指
標
カ
テ
ゴ
リ
」そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
指
標
・
目
標
の
具
体
的
な
内

容
を
例
示
し
て
い
る（
次
頁
図
表
５
参
照
）。

こ
の「
業
界
横
断
的
な
気
候
関
連
指
標
カ
テ

ゴ
リ
」は
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
の「
指
標
と
目

標
」の
推
奨
開
示
項
目
を
追
加
す
る
も
の
で

は
な
く
、
補
完
的
に
説
明
す
る
も
の
と
い

う
位
置
づ
け
で
あ
る
。
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
カ
テ
ゴ
リ
に
対
応
す
る
指
標
・
目
標
を

開
示
す
る
こ
と
の
意
義
を
ま
と
め
る
。

①　

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
（
ス
コ
ー
プ
１
、

ス
コ
ー
プ
２
、
ス
コ
ー
プ
３
の
絶
対

値
、
排
出
原
単
位
）

基
本
的
な
気
候
関
連
の
リ
ス
ク
と
機
会

に
対
す
る
組
織
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に

関
す
る
示
唆
を
提
供
す
る
。
他
の
指
標
の

推
定
、
財
務
的
影
響
の
判
断
、
シ
ナ
リ
オ

分
析
を
行
う
際
の
重
要
な
イ
ン
プ
ッ
ト
で

も
あ
る
。
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当
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
ス
コ
ー
プ
３
の

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
リ
ス
ク
指
標
と
し
て
の

重
要
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
い
く
つ

か
の
理
由
を
挙
げ
な
が
ら
強
調
し
て
い

る
。
一
方
で
、
デ
ー
タ
の
入
手
可
能
性
、

計
算
方
法
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
境
界
、

経
営
資
源
等
組
織
の
観
点
で
多
く
の
課
題

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い

る
。

②　

移
行
リ
ス
ク
（
移
行
リ
ス
ク
に
さ

ら
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
資
産
ま
た

は
事
業
活
動
の
量
と
範
囲
）

資
産
の
減
損
や
座
礁
の
可
能
性
、資
産
・

負
債
へ
の
影
響
、
お
よ
び
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
へ
の
需
要
の
変
化
な
ど
の
問
題
に
関
す

る
潜
在
的
な
財
務
的
脆
弱
性
が
理
解
可
能

に
な
る
。

③　

物
理
的
リ
ス
ク
（
物
理
的
リ
ス
ク

に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
資
産

ま
た
は
事
業
活
動
の
量
と
範
囲
）

資
産
の
減
損
や
座
礁
、
資
産
や
負
債
の

価
値
へ
の
影
響
、
事
業
中
断
の
コ
ス
ト
な

ど
の
問
題
に
関
す
る
潜
在
的
な
財
務
的
脆

弱
性
が
理
解
可
能
に
な
る
。

④　

気
候
関
連
機
会
（
収
入
、
資
産
、

そ
の
他
の
事
業
活
動
が
気
候
関
連
機

会
に
合
致
す
る
割
合
）

同
業
他
社
と
比
較
し
た
組
織
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
、
将
来
的
な
収
益
構
造
の
移
行
経

路
や
収
益
性
の
変
化
の
可
能
性
が
理
解
可

（図表5）　業界横断的な指標カテゴリおよび気候関連指標・目標の例示
指標カテゴリ 測定単位の例示 指標の例示 目標の例示

GHG排 出 量 （ ス
コープ1、スコー
プ2、スコープ3の
絶対値、排出原単
位）

MtCO2 ・スコープ1、スコープ2、スコープ3のGHG排出量の絶対量
・資産クラス別の投資に係るGHG排出量
・加重平均炭素強度
・発電電力量1MWh当たりのGHG排出量
・排出制限規制の対象となるスコープ1のGHG総排出量

・2050年までにスコープ1、スコープ2、
スコープ3のGHG排出量をネットゼ
ロにし、中間目標として2035年まで
に2015年対比でGHG排出量を70％
削減する

移行リスク （移行
リスクにさらされ
る資産または事業
活動の量と範囲）

金額または割合 ・移行リスクにさらされている不動産担保証券の総額
・炭素関連資産へのクレジット
・エクスポージャーの集中度
・石炭採掘による収益の割合
・国際民間航空のためのカーボン・オフセットおよび削減ス

キーム（CORSIA）の対象とならない旅客キロの割合

・移行リスクにさらされている資産価
値の割合を、2030年までに2019年
対比で30％削減する

物理的リスク （物
理的リスクにさら
される可能性のあ
る資産または事業
活動の量と範囲）

金額または割合 ・100年に一度の洪水地域における住宅ローンの件数と金額
・100年に一度の洪水地域における廃水処理能力
・ベースラインの水ストレスが高いまたは極めて高い地域での

水の取水および消費に関連する収益
・洪水、熱ストレス、または水ストレスの影響を受ける地域

における不動産、インフラ、またはその他の代替資産のポー
トフォリオの割合

・１：100または1：200の気候関連災害にさらされている実
物資産の割合

・急性および慢性の物理的リスクにさ
らされている資産価値の割合を、
2050年までに50％削減する

・洪水リスクにさらされている資産の
少なくとも60％が、2060年に予測
される100年に１度の洪水地域に
沿ったリスク軽減策を実施している
ことを確認する

気候関連機会 （収
入、資産、その他
の事業活動が気候
関連機会に合致す
る割合）

金額または割合 ・エネルギー効率および低炭素技術に関連する正味収入保険
料

・ゼロエミッション車（ZEV）、ハイブリッド車、およびプラグ
インハイブリッド車の販売台数

・低炭素経済への移行を支援する製品やサービスからの収益
・第三者機関によりグリーンビルディング認証を受けて販売

された住宅の割合

・2035年までに再生可能エネルギー
の正味導入量を増加させ、総容量
の85％を占めるようにする。

資金配分 （気候関
連のリスクと機会
に向けた設備投
資、融資、投資の
額）

報告通貨 ・低炭素製品／サービスの研究開発への投資が年間売上高
に占める割合

・気候適応策への投資額（例：土壌衛生、灌漑、技術）

・年間設備投資額の25％以上を電気
自動車の製造に投資する

・主に物理的な気候関連のリスク軽減
を目的としたプロジェクトに、ポー
トフォリオの10％以上を貸し出す。

内部炭素価格 （組
織が内部で使用す
るGHG排出量1ト
ン当たりの価格）

CO21MT当 た り
の報告通貨にお
ける価格

・内部炭素価格
・地域別のシャドープライス

・政策変更の可能性を反映し、2030
年までに内部炭素価格を150ドルに
引き上げる

役員報酬 （気候変
動への配慮に関連
する経営陣の報酬
の割合）

報告通貨での割
合、重みづけ、
説明、または金
額

・気候関連商品への投資に連動する従業員の年次裁量ボーナ
スの割合

・執行役員の長期インセンティブ・スコアカードにおける気
候目標に対する重みづけ

・報酬のスコアカードにおける排出量削減目標に対するパ
フォーマンスの重みづけ

・2025年までに、経営陣の報酬のう
ち気候変動の影響を受ける割合を
10％に引き上げる

（出所）　TCFD, 2021, “Guidance on Metrics, Targets, and Transition Plans”よりPwC Japanが作成
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特別 企 画

能
に
な
る
。

⑤　

資
金
配
分
（
気
候
関
連
の
リ
ス
ク

と
機
会
に
向
け
た
設
備
投
資
、
融
資
、

投
資
の
額
）

非
金
融
組
織
に
よ
る
設
備
投
資
、
金
融

機
関
に
よ
る
資
金
調
達
は
、
長
期
的
な
企

業
価
値
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与
え
る
か

を
示
唆
す
る（
た
と
え
ば
、
低
炭
素
技
術
・

製
品
に
資
本
を
投
下
す
る
こ
と
は
、
組
織

が
事
業
を
移
行
リ
ス
ク
に
対
応
さ
せ
る
た

め
、
ま
た
は
気
候
関
連
の
機
会
を
捉
え
る

た
め
に
投
資
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
）。

⑥　

内
部
炭
素
価
格
（
組
織
が
内
部
で

使
用
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
１
ト
ン
当

た
り
の
価
格
）

内
部
炭
素
価
格
の
設
定
に
よ
り
、
組
織

は
気
候
関
連
の
リ
ス
ク
と
機
会
の
実
際
お

よ
び
潜
在
的
な
影
響
の
分
析
を
促
進
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
組
織
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
気
候
関
連
の
リ
ス
ク
と
機
会

に
適
応
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
脆
弱
化
を

識
別
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

一
般
的
に
、内
部
炭
素
価
格
に
は
、シ
ャ

ド
ー
プ
ラ
イ
ス
と
内
部
炭
素
課
金
の
２
種

類
が
あ
り
、
業
績
評
価
や
投
資
判
断
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
に
利
用
さ
れ
る
。

内
部
炭
素
価
格
の
開
示
の
際
に
は
、
実
際

に
組
織
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
価
格
を
開

示
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。た
だ
し
、

重
要
な
移
行
リ
ス
ク
や
物
理
的
リ
ス
ク
を

識
別
し
て
い
な
い
組
織
に
と
っ
て
は
、
内

部
炭
素
価
格
の
設
定
は
必
ず
し
も
適
切
で

は
な
い
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

⑦　

役
員
報
酬
（
気
候
変
動
へ
の
配

慮
に
関
連
す
る
経
営
陣
の
報
酬
の
割

合
）

報
酬
政
策
は
、
組
織
の
目
標
や
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
重
要
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
で
あ
り
、
気
候
変
動
に
関
連
す
る
課
題

を
管
理
す
る
た
め
の
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
監
督
、
説
明
責
任
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
は
定
量
的
な
開
示
を
推
奨
し
て
い
る

が
、
組
織
は
報
酬
規
程
と
い
っ
た
定
性
的

な
説
明
の
追
加
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。移

行
計
画

移
行
計
画
と
は
、
組
織
の
全
体
的
な
事

業
戦
略
の
一
要
素
と
し
て
の
低
炭
素
経
済

へ
の
移
行（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
削
減
な
ど
）

の
た
め
の
一
連
の
目
標
と
行
動
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
の
具
体
的
な
行

動
、
特
に
最
近
は
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
移
行
計
画

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
当
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

は
、
効
果
的
な
移
行
計
画
の
特
徴
と
考
慮

す
べ
き
要
素
を
７
点
明
示
し
て
い
る
。

⑴　
効
果
的
な
移
行
計
画
の
特
徴

①　

戦
略
と
整
合
的
で
あ
る
こ
と

移
行
計
画
は
、
気
候
関
連
の
リ
ス
ク
と

機
会
に
対
処
す
る
た
め
の
組
織
の
広
範
な

活
動
の
一
部
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
整
合
的

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

②　

気
候
関
連
の
指
標
や
目
標
を
含

む
、
定
量
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と

移
行
計
画
は
、
組
織
の
低
炭
素
経
済
へ

の
移
行
に
向
け
た
特
定
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
策
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

③　

効
果
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
プ
ロ
セ

ス
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と

移
行
計
画
を
監
督
す
る
た
め
の
取
締
役

会
お
よ
び
上
級
管
理
職
の
役
割
を
含
め
、

組
織
内
の
承
認
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
監
督
・

説
明
責
任
を
明
示
す
る
べ
き
で
あ
る
。

④　

実
行
可
能
か
つ
具
体
的
で
あ
る
こ

と移
行
計
画
を
確
実
に
実
行
す
る
た
め

に
、
組
織
が
実
施
す
る
具
体
的
な
取
組
み

や
活
動
を
、
定
期
的
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

を
含
め
て
明
示
す
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤　

信
頼
性
が
あ
る
こ
と

移
行
計
画
に
は
、
利
用
者
が
そ
の
信
頼

性
を
評
価
で
き
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
、

目
標
達
成
に
お
け
る
課
題
や
不
確
実
性
な

ど
も
含
め
た
十
分
な
情
報
が
含
ま
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

⑥　

定
期
的
に
見
直
し
お
よ
び
更
新
が

行
わ
れ
る
こ
と

移
行
計
画
は
、
少
な
く
と
も
５
年
ご
と

に
見
直
し
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
す
べ
き

で
あ
る
。

⑦　

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
毎
年
報
告

さ
れ
る
こ
と

組
織
は
、
毎
年
移
行
計
画
の
進
捗
状
況

や
重
要
な
変
更
事
項
に
つ
い
て
公
表
す
べ

き
で
あ
る
。

⑵　
移
行
計
画
で
考
慮
す
べ
き
要
素

移
行
計
画
で
考
慮
す
べ
き
要
素
と
し
て

は
、
次
頁
図
表
６
の
と
お
り
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

提
言
の
４
つ
の
開
示
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
に
整

理
さ
れ
て
い
る
。

移
行
計
画
に
関
す
る
情
報
開
示
に
含
ま

れ
る
べ
き
要
素
と
し
て
、
⒜
現
在
の
Ｇ
Ｈ

Ｇ
排
出
実
績
、
⒝
低
炭
素
経
済
へ
の
移
行

が
ビ
ジ
ネ
ス
、
戦
略
、
財
務
計
画
に
与
え

る
影
響
、
お
よ
び
⒞
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
削
減

目
標
、
事
業
や
戦
略
の
変
更
計
画
を
含
む

組
織
の
活
動
の
３
点
を
推
奨
し
て
い
る
。

財
務
的
影
響

⑴　
財
務
的
影
響
の
種
類

当
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
気
候
関
連
の
リ
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な
シ
ナ
リ
オ
下
で
の
潜
在
的
な
収
入
と
支

出
を
指
す
。
財
政
状
態
と
は
、
貸
借
対
照

表
に
反
映
さ
れ
て
い
る
組
織
の
資
産
・
負

債
・
資
本（
実
際
の
も
の
）、
ま
た
は
気
候

関
連
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ナ
リ
オ
下
で
の
潜

在
的
な
資
産
・
負
債
・
資
本
を
指
す
。
開

示
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
財
務
的
影
響
の

分
類
を
意
識
し
た
記
載
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

⑵　
財
務
的
影
響
の
評
価

当
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
財
務
的
影
響
を
見

積
る
た
め
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
、
気
候

関
連
指
標
と
目
標
、
お
よ
び
移
行
計
画
が

重
要
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

特
に
、「
業
界
横
断
的
な
気
候
関
連
指
標

カ
テ
ゴ
リ
」に
整
合
す
る
指
標
は
財
務
的

影
響
を
検
討
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
有

効
で
あ
る
。
図
表
７
は
業
界
横
断
的
な
気

候
関
連
指
標
の
カ
テ
ゴ
リ
に
合
致
す
る
指

標
が
、
財
務
的
影
響
の
見
積
り
に
ど
の
よ

う
に
役
立
つ
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
と
内
部
炭
素
価

格
の
算
出
に
よ
り
、
組
織
の
潜
在
的
な
投

資
に
対
す
る
費
用
対
効
果
の
分
析
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

目
標
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
あ
る

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
２
０
３
０
年
ま
で
に

電
気
自
動
車
の
販
売
台
数
を
総
売
上
の

50
％
に
拡
大
す
る
と
い
う
目
標
を
設
定
し

た
場
合
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
に
よ
り
、
そ
の

よ
う
な
目
標
を
前
提
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
や
将
来
の
道
筋
が
、
業
績
や
財
政

状
態
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

移
行
計
画
に
つ
い
て
は
、
組
織
は
移
行

計
画
を
策
定
す
る
際
に
、
活
動
計
画
の
潜

在
的
な
財
務
的
影
響
を
推
定
し
、
そ
れ
に

応
じ
て
財
務
計
画
を
調
整
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量

削
減
目
標
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
目
標
達
成

に
向
か
う
プ
ロ
セ
ス
の
開
示
は
組
織
の
潜

在
的
な
財
務
的
影
響
を
評
価
す
る
た
め
の

有
用
な
情
報
と
な
る
。

⑶　
財
務
的
影
響
の
開
示

財
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
す
る
影
響

の
開
示
と
し
て
、
気
候
変
動
の
機
会
を
利

用
し
た
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
収

益
の
増
加
や
炭
素
価
格
の
上
昇
に
よ
る
コ

ス
ト
の
増
加
、
物
理
的
リ
ス
ク
に
よ
る
予

想
損
失
総
額
の
変
化
等
が
例
示
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

財
政
状
態
へ
与
え
る
影
響
の
開
示
と
し

て
、
移
行
リ
ス
ク
お
よ
び
物
理
的
リ
ス
ク

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
資
産
の
帳
簿

価
額
の
変
動
、
気
候
関
連
の
リ
ス
ク
と
機

会
を
考
慮
し
た
場
合
の
期
待
さ
れ
る
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
価
値
の
変
化
等
が
例
示
と

ガバナンス

・取締役会等による承認プロセス
・取締役会等による移行計画実行の監督
・移行計画実行に関する責任の所在
・移行計画内の目標に沿ったインセンティブ
・取締役会等への定期的な報告
・移行計画の定期的な見直しおよび更新
・ステークホルダーへの報告
・上記報告書の第三者機関による保証

戦略

・戦略との整合性
・目標期日までの事業活動
・1.5℃等の世界的な温度目標や組織内における脱炭素目標との整合性

・移行計画の前提条件として、目標達成における課題や不確実性に関して立
てた仮定

・優先度の高い機会
・短中期のアクションプランおよびGHG排出の要因へどのような影響をもた

らすかの説明
・予算や投資目標等の財務計画
・シナリオ分析による目標達成可能性の検証

リスク
マネジメント

・低炭素経済への移行により、組織が直面するリスクの説明
・目標達成における課題や不確実性

指標と目標

・目標達成までの進捗を把握するためにモニタリングする指標
・目標（特にGHG排出量削減目標は、GHG排出の種類、地域や活動の範囲

等が含まれるべき）
・使用した方法論
・目標達成の期日および中間目標を含むロードマップ
・GHG排出削減量

（図表６）　移行計画の要素
考慮すべき要素

（出所）　TCFD, 2021, “Guidance on Metrics, Targets, and Transition Plans”よりPwC Japanが作成

ス
ク
と
機
会
に
よ
る
財
務
的
影
響
の
種
類

と
し
て
２
種
類
の
分
類
方
法
が
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

１
つ
目
の
分
類
方
法
は
、
実
際
の
影
響

と
潜
在
的
影
響
の
違
い
で
あ
る
。
実
際
の

影
響
と
は
、
気
候
関
連
の
リ
ス
ク
と
機
会

の
結
果
と
し
て
、
す
で
に
発
生
し
た
財
務

的
影
響
で
あ
り
、
潜
在
的
影
響
と
は
、
将

来
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
財
務
的
影
響

で
あ
る
。

２
つ
目
の
分
類
方
法
は
、
財
務
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
財
政
状
態
の
違
い
で
あ

る
。
財
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
は
、
損
益

計
算
書
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

に
反
映
さ
れ
て
い
る
組
織
の
収
入
と
支
出

（
実
績
）、
ま
た
は
気
候
関
連
の
さ
ま
ざ
ま
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特別 企 画

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑷　
財
務
的
影
響
を
開
示
す
る
う
え

で
の
課
題

気
候
関
連
の
リ
ス
ク
と
機
会
が
組
織
に

与
え
る
財
務
的
影
響
は
、
明
確
か
つ
直
接

的
で
な
い
場
合
も
多
く
、
多
く
の
組
織
に

と
っ
て
適
切
な
開
示
を
実
現
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の

財
務
的
影
響
は
重
要
な
意
思
決
定
に
役
立

つ
情
報
で
あ
り
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
は
利
用
者
が

長
期
的
に
組
織
の
財
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
評
価
す
る
際
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
開
示
を
求
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
財
務
的
影
響
に
つ
い

て
の
開
示
は
依
然
と
し
て
限
定
的
で
あ

る
。「
年
次
報
告
書
２
０
２
１
年
」に
お
い

て
、
気
候
関
連
の
リ
ス
ク
と
機
会
の
財
務

的
影
響
の
評
価
と
開
示
に
関
連
す
る
課
題

が
識
別
さ
れ
て
い
る
。
財
務
的
影
響
を
評

価
す
る
う
え
で
の
課
題
と
し
て
は
、
組
織

内
で
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
か
、適
切
な
デ
ー
タ
を
入
手
で
き
る
か
、

財
務
的
影
響
に
複
数
の
要
因
が
含
ま
れ
る

場
合
に
気
候
変
動
に
起
因
す
る
影
響
を
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
潜
在
的

な
影
響
を
算
定
す
る
際
に
ど
の
方
法
論
を

選
択
す
る
か
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

潜
在
的
な
財
務
的
影
響
を
評
価
す
る
う

え
で
の
も
う
１
つ
の
課
題
は
、
気
候
シ
ナ

（図表７）　業界横断的な指標カテゴリと財務的影響の関係

組織のガバナンスは、気候関連
のリスクと機会の監視、評価、
管理を可能にしているか

ガ
バ
ナ
ン
ス

気候変動への対応と連動した役員報
酬の割合

気候関連のリスクと機会が財務パフォーマ
ンスに与える影響
たとえば、
・気候変動の機会を利用した新製品や新

サービスによる収益の増加
・炭素価格、事業中断、不慮の事故、修繕

などによるコストの増加
・上流コストの変動に伴う営業キャッシュ・

フローの変動
・移行リスクにさらされている資産に関す

る減損費用
・物理的リスクに関する予想損失総額の変

動

気候関連のリスクと機会が財政状態に与え
る影響
たとえば、
・物理的リスクおよび移行リスクへのエク

スポージャーによる資産の帳簿価額の変
動

・気候関連のリスクと機会を考慮した場合
の、ポートフォリオの期待値の変動

・資産の増減に伴う負債および資本の変動

組織は、気候関連のリスクと機
会を考慮して、事業、戦略、財
務計画を調整しているか

戦
略

気候関連のリスクに対する組織
のエクスポージャーは何か

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Key Questions 業界横断的な気候関連指標カテゴリ 財務的影響

→業界横断的な気候関連指標カテゴリから財務的影響への情報の流れを例示

（出所）　TCFD, 2021, “Guidance on Metrics, Targets, and Transition Plans”よりPwC Japanが作成

収益、資産、またはその他の事業活
動のうち、気候関連の機会に整合す
るものの割合

スコープ１、２および３における
GHG排出量

移行リスクにさらされている資産や
事業活動の量と範囲

気候関連のリスクと機会に対する設
備投資、融資、または投資の金額

組織が内部で使用するGHG排出量1
トン当たりの内部炭素価格

物理的リスクにさらされている資産
や事業活動の量と範囲

リ
オ
と
組
織
の
事
業
計
画
の
時
間
軸
が
ず

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
気
候

関
連
の
リ
ス
ク
と
機
会
は
通
常
の
事
業
計

画
よ
り
も
何
年
も
先
に
発
生
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
量
的
な
財
務

的
影
響
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
は
、
戦
略
が
時

間
を
か
け
て
実
行
さ
れ
る
と
、資
本
予
算
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
お
よ
び
運
用
計
画
に

よ
っ
て
、
財
務
的
な
影
響
が
徐
々
に
具
体

的
に
見
積
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
の
見
解

を
示
し
て
い
る
⑹
。

ま
た
、
財
務
的
影
響
の
開
示
に
お
い
て

は
、
開
示
情
報
の
信
頼
性
、
訴
訟
リ
ス
ク

お
よ
び
競
争
上
の
不
利
益
等
の
理
由
か

ら
、
組
織
内
の
各
部
門
が
開
示
に
対
し
て

懸
念
を
抱
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

⑹　

TCFD
, 2020, "TCFD

 G
uidance on Scenario 

A
nalysis for N

on-Financial Com
panies, Figure"

企
業
が
考
え
る
べ
き

対
応
事
項

前
述
の
と
お
り
、
今
回
の
改
訂
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
７
年
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
の

大
き
な
本
質
的
変
更
で
は
な
く
、「
戦
略
」、

「
指
標
と
目
標
」に
関
す
る
取
組
み
・
開
示

の
難
し
さ
に
関
す
る
多
方
面
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
踏
ま
え
て
、
一
部
具
体
的
な
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
追
加
的
に
提
供
し
て
い
る
も
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の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
２
０
２
１
年
６
月

に
公
表
さ
れ
た
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
で
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
上

場
企
業
に
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
相
当
の
気
候
変
動

開
示
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、

２
０
２
３
年
以
降
の
有
価
証
券
報
告
書
に

お
け
る
気
候
変
動
に
よ
る
業
績
な
ど
へ
の

影
響
の
開
示
を
求
め
る
議
論
が
始
ま
っ
た

り
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
⑺
に
、
こ
れ
ま

で
気
候
関
連
開
示
を
し
て
こ
な
か
っ
た
企

業
が
一
斉
に
そ
の
準
備
を
始
め
た
と
こ
ろ

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ
開
示
の
入
り
口
段
階
に
あ
る
企
業
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
改
訂
で
具
体
化
さ
れ
た

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
の
究
極
的
な
要
請
を
し
っ

か
り
と
理
解
し
な
が
ら
も
、
焦
ら
ず
に
初

年
度
の
開
示
に
向
け
て
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
、
複
数
年
か
け
て
じ
っ
く
り
段
階

的
に
対
応
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

東
京
証
券
取
引
所
も
、
改
訂
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
⑻
の
な
か
で
、「
気
候
変
動
が
事
業

活
動
に
与
え
る
影
響
は
、
各
社
の
業
種
や

事
業
特
性
に
応
じ
て
異
な
る
も
の
と
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
社
に
お
い
て
は
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
の
枠
組
み
を
参
照
し
な
が

ら
、
自
社
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
項
目
か

ら
順
次
開
示
を
進
め
る
こ
と
」を
推
奨
し

て
い
る
。

一
方
、
２
０
１
７
年
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言

の
公
表
直
後
か
ら（
も
し
く
は
そ
の
前
か

ら
）気
候
変
動
対
応
を
行
っ
て
き
た
先
進

的
な
企
業
に
お
い
て
は
、
今
回
の
改
訂
内

容
は
、
ま
さ
に
現
状
の
自
社
取
組
み
の
過

不
足
を
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
的
な

形
で
活
用
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
気
候
関

連
機
会
、
内
部
炭
素
価
格
、
役
員
報
酬
、

と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ま
で
踏
み
込
ん
で
内

部
検
討
や
開
示
が
で
き
て
い
る
か
、
財
務

的
影
響
を
顕
在
・
潜
在
両
方
の
観
点
か
ら
、

ま
た
財
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
財
政
状
態

両
方
の
観
点
か
ら
本
質
的
に
検
討
が
で
き

て
い
る
か
と
い
っ
た
視
点
で
の
チ
ェ
ッ
ク

で
あ
る
。

気
候
変
動
の
も
た
ら
す
リ
ス
ク
と
機
会

を
財
務
的
影
響
に
ま
で
結
び
つ
け
て
検
討

し
、
必
要
な
打
ち
手
、
そ
の
効
果
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
関
連
づ
け

て
対
応
で
き
て
い
る
か
を
今
一
度
確
認
し

て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑺　
『
日
本
経
済
新
聞
』、
２
０
２
１
年
10
月
５
日
、「
気
候
変

動
、
４
０
０
０
社
に
排
出
量
・
損
失
影
響
開
示
求
め
る　

金
融
庁
」、https://w

w
w

.nikkei.com
/article/

D
G

XZQ
O

U
B053W

Q
0V

01C21A
0000000/

⑻　

東
京
証
券
取
引
所
、２
０
２
１
年
、「
Ｆ
Ａ
Ｑ
」、（
閲
覧
日

２
０
２
１
年
11
月
10
日
）https://faq.jpx.co.jp/

disclo/tse/w
eb/know

ledge8349.htm
l

お
わ
り
に

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
活
動
を
支
え
る
世
界
的
な

機
運
は
、
こ
の
１
年
で
大
き
く
高
ま
り
、

複
数
の
国
・
地
域
で
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
提
言

に
沿
っ
た
情
報
開
示
を
義
務
づ
け
る
法

律
・
規
制
が
提
案
・
制
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
は
前
述
の
と
お
り
、
日
本

以
外
で
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
Ｅ
Ｕ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
イ
ギ
リ
ス
等
の
国
・
地
域
が
国

内
組
織
に
対
し
て
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
に
沿
っ

た
報
告
を
義
務
づ
け
る
こ
と
を
発
表
し
て

い
る
。

ま
た
、
国
際
的
な
基
準
設
定
機
関
も
、

気
候
関
連
の
課
題
を
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
に
基

づ
い
た
開
示
基
準
に
組
み
入
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
２
０
２
１
年
11
月
３
日
に
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
に
お
い
て
設
立
が
発
表
さ
れ
た
国
際

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
審
議
会（
Ｉ
Ｓ

Ｓ
Ｂ
）に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
が

公
表
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
世
界
共

有
基
準
の
骨
子
は
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
⑼
。

こ
の
よ
う
に
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
開
示
を
取
り
巻

く
状
況
は
急
速
に
成
熟
し
つ
つ
あ
る
が
、

こ
れ
は
単
な
る
情
報
開
示
の
取
組
み
で
は

な
い
。
い
ま
や
気
候
変
動
は
す
べ
て
の
企

業
の
重
要
な
経
営
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
世
界
標
準
の
枠
組
み
を
活
用

し
て
、
企
業
が
自
ら
考
え
行
動
し
、
本
質

的
な
経
営
の
取
組
み
を
深
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
繰
り
返
し
に

な
る
が
、
今
回
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
改
訂
は
ま
さ

に
企
業
経
営
と
し
て
何
を
考
え
て
行
動
し

萩原　早紀（はぎはら・さき）
PwCあらた有限責任監査法人　マネージャー
公認会計士・サステナビリティ情報審査人
PwCあらた有限責任監査法人財務報告アドバイザ
リー部所属
2006年現PwCあらた有限責任監査法人に入所。
金融機関への日本基準およびUSGAAP監査業務
やUSGAAPコンバージョン業務等に従事した後、
製造業や商社へのIFRAコンバージョン業務支援
や日本基準の新基準導入支援業務に従事。現在
はTCFD関連情報開示支援やESGアセスメント
ツールの開発、企業へのESG ／サステナビリティ
勉強会の実施等のアドバイザリー業務に従事。

山﨑　英幸（やまざき・ひでゆき）
PwCサステナビリティ合同会社　ディレクター
2007年現PwCコンサティング合同会社に入社、
企業向けの会計および経営管理のコンサルティン
グに従事した後、2012年よりPwCあらた有限責
任監査法人／ PwCサステナビリティ合同会社の
サステナビリティサービス部門に転籍。企業のサ
ステナビリティ戦略立案支援、CSV ／ SDGsビジ
ネス構築支援、気候変動・TCFD対応支援、サス
テナビリティインパクト可視化支援等のサステナ
ビリティコンサルティングプロジェクトに数多く従
事。現在PwC Japan サステナビリティ・センター・
オブ・エクセレンス所属。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
道
筋
を
示
す
も

の
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ぜ
ひ
今
回

の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
改
訂
を
各
社
の
本
質
的
な
気

候
変
動
対
応
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

⑼　

ISSB, 2021,"C
lim

ate-related D
isclosures 

Prototype"

特別企画


